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かず 数 データ

111
この数字は、区内に現在ある町名の総数。

このうち 、荒川の河川 敷など の中に14 の町名
が残っ ています( もち ろん人は住んでい ませ
ん) 。ちな みに町丁数は288。 町名 の読み方は
「リブ ・イン」91~93 ペ ージに 掲戴さ れてい
ます。

4月
5日

西竹の塚
一丁目

で

記念式
典

「
補
助
1
0
0号
線
」が

全
線
開
通
し
ま
し
た

4
月
5
日
、
裲
助
沺
号
繚
(
通
称
尾
竹
橋
通
り
)
か
、
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

谷
塚
橋
(
伊
興
町
谷
下
)
か
ら
鶯

谷
駅
前
(
台
東
区
很
岸
)
を
結
ぶ
延
長
9
.
6

㌔
㍍
の
都
施
工
の
都
市
計
画
道
路
で
す
。

こ
の
日
、
西
竹
の
塚
一
丁
目
の
補
助
頡
号
線
路
上
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

午
後
2
時
か
ら
車
の
通
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

4
月
5
日
、
最
終
工
事
区
間
で

あ
っ
た
西
竹
の
塚
一
丁
目
、
第
十

四
中
学
校
に
隣
接
す
る
裲
助
沺
号

線
路
上
で
。
全
線
開
通
を
祝
う
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

都
副
知
事
、
足
立
区
長
ら
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ツ
ト
に
続
き
、
信
号

灯
が
点
灯
さ
れ
、
区
立
十
四
中
学

校
プ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
を
先
頭
に
地

元
の
人
た
ち
も
路
上
を
行
進
。
は

な
や
か
な
お
祝
い
パ
レ
ー
ド
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
2
時
か
ら
は
車
の
通
行
が

始
ま
り
、
埼
玉
県
南
部
と
都
心
を

結
ぷ
、新
た
な
交
通
の
要
路
と
し

て
の
活
勳
が
始
ま
り
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇

補
助
川
号
線
は
、
昭
和
2
1年
4

月
、
東
京
の
戦
災
復
興
の
一
環
と

し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
初
期
か
ら
整
備
の
進
ん

で
い
た
荒
川
以
南
に
続
き
、
荒
川

以
北
は
3
4年
か
ら
整
備
が
始
ま

り
、3
6年
に
は
西
新
井
橋
が
架
け

替
え
ら
れ
ま
し
た
。5
3年
に
区
画

整
理
に
伴
つ
て
栗
原
四
丁
目
地
区

が
、6
2年
に
は
東
武
大
師
線
と
交

差
す
る
栗
原
三
丁
目
地
区
が
そ
れ

ぞ
れ
開
通
。
最
終
工
事
区
間
と
な

っ
た
西
竹
の
塚
一
丁
目
地
内
椢
じ

壘
辰

で
、
計
画
か
ら
4
3年
を
経

て
全
面
開
通
の
運
び
と
な
っ
た
も

の
で
す
。
総
事
業
費
は
現
在
の
貨

幣
価
僖
に
換
算
し
て
約
屈
億
円

。

昨
年
4
月
に
全
線
閧
通
し
た
放

射
1
1号
線
(
通
称
尾
久
橋
通
り
)

に
続
く
首
都
の
北
の
玄
関
囗
と
し

て
、
道
路
交
通
は
も
と
よ
り
流
通

経
済
や
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
に
、

大
き
な
役
割
り
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

白
バ
イ
、
パ
ト
カ
ー
の
先
導
で
、

新
し
い
幹
線
道
路
の
通
行
が
始
ま

り
ま
し
た
(
赤
山
街
道
と
交
差
す

る
伊
興
町
前
沼
か
ら
西
新
井
橋
方

向
を
望
む
)

補助100号線の開通式

おとしよりの生活を応援します
高齢者在宅サービスセンター

「はなはた」がオープン
「紫磨園」も5 月1 日から

区
で
は
、
寝
た
き
り
や
体
の
弱

い
お
と
し
よ
り
が
自
宅
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
こ

れ
ら
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
専
門

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
「
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
J

の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
4
月
1
日

に
「
は
な
は
た
」
が
、
5
月
1
日

に
は
「紫
磨
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

事
案
の
内
容
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。
給
食
サ
ー
ビ
ス
や
5
月
か

ら
通
所
の
始
ま
る
機
能
馴
練
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
定
員
に
余
裕
が
あ

り
ま
す
。
指
導
員
や
多
く
の
仲
間

と
一
緒
に
訓
練
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

そ
の
ほ
か
の
事
業
に
つ
い
て

も
『

お
勿
紺
に
お
囘
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
間
合
せ
先

杢
ぼ
舎
・
老

人
福
祉
係
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

仲間と一緒に体を動かしてみませんか

高齢者在宅サービ スセンター

高齢者在宅サービ スセンター事業概要

※ 家族介護者教室・相談については、別途日時を設定し募集します。

放
置
自
転
車
を
引
き
取
る
際
、

撤
去
料
二
、
〇
〇
〇
円
を

徴
収
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
駅

周
辺
に
放
置
さ
れ
、
撤
去
さ
れ

た
皀
転
車
を
所
有
者
が
移
送
所

で
引
き
取
る
際
に
、
撤
去
料
と

し
て
1
台
に
つ
き
2
千
円
を
徴

収
し
て
い
ま
す
。

引
き
取
り
先

下
表
の
移
送
所

引
き
取
り
時
間

正
午
～
午
後

5
時
百
曜
、祝
日
を
除
く
)

持
参
す
る
も
の

▽
自
転
車
の

鍵

▽
印
か
ん

▽
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の
(
身
分
証

明
S
、
字
生
証
。
運
転
免
許

証
、
保
陝
証
な
ど
)
▽
費
用

2
千
円

※
撤
去
後
2
ヵ
月
を
経
過
し
た

皀
転
車
は
処
分
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

ぼ
畍
車
対
策
係

膕
5
2
3
0

撒去自転車引き取り先

第3 回 区政モニターアンケート

心を豊かにするために

余暇を使いたい

人
生
8
0年
時
代
を
迎
え
、
余

暇
は
「
余
っ
た
時
閧
」
か
ら
『
充

実
の
た
め
の
時
間
』
と
の
受
け

止
め
方
に
変
わ
り
、
日
常
的
な

余
暇
活
動
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す

。そ
こ
で
今
回
は
、「
余
暇
と
文

化
活
勳

」
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た

。

余
暇
の
利
用
の
仕
方
で
は
、

現
在
は
「
友
人
・
家
族
と
の
結

び
つ
き
を
深
め
る
」
が
、
5
8
%

で
ト
ッ
プ
。し
か
し
将
来
は
「
知

識
を
身
に
付
け
た
り
、
心
を
豊

か
に
す
る
」
た
め
に
使
い
た
い

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
3
ヵ
月
以
内
に
区
の
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
般
を
利
用
し

た
こ
と
の
あ
る
人
は
6
8
%で
、

な
か
で
も
図
書
館
の
利
用
が
最

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
充
実
し
た
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
活
勳
の
た
め
の
重
要
な

こ
と
と
し
て
、「
点
字
図
書
を
含

め
た
蔵
書
が
、
図
書
館
に
十
分

あ
る
」
、
「
篳
会
・
学
習
の
で
き

る
施
般
が
あ
る
」、
「
催
し
を
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
劇
鳩
、
ホ

ー
ル
な
ど
が
あ
る
」
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
の
結
果
を
く
わ

し
く
知
り
た
い
方
は
、
情
報
公

開
課
、
図
番
館
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広
聴
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

区
役
所
は
今
月
か
ら

第
2
・
第
4
土
曜
日

が
休
み
に
な
り
ま
す

た
だ
し
、
小
・
中
学
校
、

図
膏
館
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

施
般
等
は
、
原
則
と
し
て
今

ま
で
ど
お
り
開
き
ま
す
。
ま

た
、埋
火
葬
許
可
証
の
発
行
、

死
亡
届
、
婚
姻
届
等
の
受
領

等
は
、
従
来
ど
お
り
行
い
ま

す
。

閧
合
せ
先

本
庁
舎
・
企
画

課
　

眤
1
1
1
1
㈹

あだち広報は
月3 回・5 の日

に発行

初

め

ま

し

て

「1
5

日

号

」
で

す

今
月
か
ら
「
あ
だ
ち
広
報
」

は
、
月
3
回
(
5
日
・
1
5日
・
2
5

日
)
発
行
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
く
登
場
す
る
1
5日
号
は

本
号
が
第
1
回
目
の
発
行
で

す
。5
日
号
、2
5日
号
と
も
ど

も
よ
ろ
し
く
ぉ
願
い
し
ま
す
。

1
5
日
号
最
終
ぺ
I
ジ
に
は
地

域
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
「ま

ち
か
ど
通
僧
」を
掲
載
。皆
さ

ん
の
身
近
な
話
題
や
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。<
広
報
課
>
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増額します

生
垣
等
の
造
成
費
の
助
成
金

区
で
は
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
接
道
部
分

に
生
垣
等
を
造
成
し
た
方
に
対
し

助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
の
申
請
に
つ
い

て
は
。
下
表
の
と
お
り
助
成
金
を

増
額
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

〝ま
ち
の

み
ど
り
〟

づ
く
り
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

申
謫
方
法

工
事
着
工
前
に
直
接

窓
囗
ま
た
は
電
話

申
謫
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑

化
係
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

助
成
金
の
額

ただし、上記の金額を超える場合は、自己負 担とな り

交付額以下の場合は実費 を交付し ます。

職業サービスセンター

事 業 案 内
職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

就
業
を
希
望
す
る
方
の
た
め
に
。

次
の
事
業
を
行
つ
て
い
ま
す
。

□
内
職
相
談
、
パ
ー
ト
職
業
相
談
(

紹
介
・
あ
っ
せ
ん
)

日
時
▽
平
日
…
午
前
9
時
～
午
　

後
4
時
3
0分

▽
土
曜
日
…
午

前
9
時
～
正
午
(
日
曜
・
祝
日

お
よ
び
毎
月
第
2
・
第
4
土
曜

日
は
休
み
)

□
出
張
相
談
〔
内
職
・
パ
ー
ト
(
足

立
職
安
)
〕

日
時

毎
週
金
畷
日
、
午
後
1
時

3
0分
～
4

時

場
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(
西

新
井
駅
東
囗
ニ
チ
イ
4
階
)

□
求
人
相
談
(
内
職
・
パ
ー
ト
)
　

事
業
主
の
方
の
求
人
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

□
各
種
技
能
講
習
会

就
業
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を

身
に
つ
け
、
よ
り
有
利
な
条
件
で

働
き
た
い
方
の
た
め
に
、
講
習
会

を
行
つ
て
い
ま
す
。

講
習
名
・
内
容

上
表
の
と
お
り

こ
の
ほ
か
、
場
所
を
提
供
し
て

次
の
辜
衆
も
行
つ
て
い
ま
す
。

□
高
齢
者
職
業
相
談
(
紹
介
・
あ

っ
せ
ん
)

日
時
毎
月
第
2
火
曜
日
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
時

主
催

墨
田
区
高
齡
者
無
料
職
業

紹
介
所
、
足
立
区
高
齢
者
事
業

団
□
労
働
相
談
(
労
働
者
・
使
用
者

間
の
労
働
関
係
相
談
)

曰
時

毎
月
第
1
月
曜
日
、
午
後

2
時
～
4
時

主
催

王
子
労
政
事
務
所

問
合
せ
先

職
業
サ
ー
ピ
ス
セ
ン

タ
ー
(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

8
3
8
3
5
8
4

各種技能講習会

ご利用ください

訪問
看護 指導

区
で
は
、
寝
た
き
り
の
方
を
対

象
に
、
訪
閧
看
護
指
導
を
行
つ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

在
宅
で
4
0歳
以
上
の
寝
た

き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
で
の
療
養
方

法
、
機
能
訓
練
方
法
。
家
族
へ

の
支
援
、
諸
制
度
の
活
用
方
法

に
関
す
る
指
導

防
問
回
数

お
お
む
ね
月
1
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所
・

保
健
相
談
所

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所　880- 5351

く
ら
し
の

情

報

国
保・年
金

国

民

年

金

出

張

相

談

区
で
は
。
毎
月
皆
さ
ん
の
ご

近
所
に
う
か
が
い
年
金
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

。
当
日
は
、
足

立
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
専
門

官
も
畚
加
し
ま
す
。

曰
時
4
月
2
4
・
2
5
日
、午
前
　

9
時
～
午
後
4
時

場
所

竹
の
塚
区
民
事
務
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

推
進
係
　
8
8
0
5
1
5
1

国

民
年

金
の

届

け

出

国
民
年
金
加
入
者
が
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
は

必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

マ
会
社
等
に
就
職
し
、
厚
生
年

金
等
に
加
入
し
た
と
き

▽
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
と
結
　

婚
し
、夫
に
扶
養
さ
れ
た
と
き

▽
妻
の
収
入
が
増
え
、
夫
の
扶

養
か
ら
除
れ
た
と
き

ま
た
、
会
社
等
を
退
職
し
た

と
き
は
、
国
民
年
金
加
入
の
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。(
2
0歳

以
上
6
0
歳
末
満
の
方
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
係
　
8
8
0
5
1
5
1

保

険

料

の

納

め

忘

れ

は

あ
り
ま

せ

ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
月
の
翌
月
末
が
納
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

3
月
分
の
納
期
限
は
5
月
1

日
(
4

月
3
0日
が
日
曜
日
の
た

め
)
で
す
。6
3年
4
月
か
ら
元

年
2
月
分
ま
で
の
末
納
保
陝
料

も
、5
月
1
日
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

東
納
付
が
5
月
2
日
以
降
に
な

る
樊
ほ

、
区
の
納
付
書
は
使

え
ま
せ
ん
。
足
立
社
会
保
険
事

禁
(
　
m
0
1
1
1
)

で
国

庫
納
付
書
の
発
行
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

保
険
料
係
　

四
5
1
6
1

老
人

ご
利
用
く
だ
さ
い

授

産

場

千
住
元
町
授
産
鳩
で
は
、
現

在
定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

曜
易
な
作
業
を
希
望
す
る
方
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
方

就
職
の
困
難

な
方
で
次
に
該
当
す
る
方
　

▽
6
0歳
以
上
の
方

▽
生
計
の
困
難
な
方

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
元
町

授
産
場
　
8
8
1
5
5
4
8

高
齢
者
事
業
団

会

員

募

集

高
齢
者
事
業
団
で
は
、6
0歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
間
合
せ
先

高
齢
者
事

業
団
　
8
5
9
2
5
6
1

お
し
ら
せ

騒
音
規
制

基
準
の
改
正

騒
音
規
制
法
の

】郎
改
正
に

よ
り
、4
月
1
日
か
ら
特
定
建

般
作
業
に
伴
っ
て
発
生
す
る
騒

音
の
規
制
に
関
す
る
基
準
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

□
音
量
基
準
の
規
制
強
化

新
基
準

敷
地
の
境
界
線
に
お

い
て
、(特
定
建
般
作
巣
の
種

類
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に
)
　
8
5

ホ
ン
を
超
え
な
い
こ
と

旧
基
準

敷
地
の
境
界
線
か
ら

3
0
政
の
地
点
で
、(
特
定
建
設
　

作
業
の
種
類
に
応
じ
)
、8
5
　
～

7
5ホ
ン
を
超
え
な
い
こ
と

問
合
せ
先

杢
汀
舎
・
公
客
第

1
・
第
2
係

四
m
―
―
・
・

㈹

窓

口

が

変

わ
り

ま
し
た

都

市

提

携

都
市
提
携
の
窓
口
が
中
央
本

町
庁
舎
か
ら
本
庁
舎
に
変
わ
り

ま
し
た
。

新
し
い
窓
口

本
庁
舎
(
千

住
)
―
階

問
合
せ
先
本
庁
舎
・
地
域
振
　

興
課
公
益
法
人
設
立
準
備
担
　

当
。　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

特 定 建 設 作 業 に 伴 っ て 発 生 す る 騒 音 の 規 制 に 関 す る 基 凖( 改 正 基 準)

( 注) 1. 基 準 値 は 特 定 建 設 作 業 の 場 所 の 敷 地 の 境 界線 で の 値

2. 基準値を超えている場合、騒音の防止の方法の改善のみならず、1日の作業時間を*欄
に定める時間未満4時間以上の間において短縮させることを勧告または命令できる

3. 地 域 の 区 分 の ①( 第1 号 区 域) と は 、 指 定 地 域 の う ち で次 に 該 当 す る区 域 であ る
( 1) 良 好 な 住 居 の 環 境 を 保 全 す る た め 、 と くに 静 穏 の 保 持 を 必 要 と する 区 域

( 2) 住 居 の 用 に 供 さ れ て い る た め 、 静 穏 の 保 持 を 必 要 と する 区 域
( 3) 住 居 の 用 に 併 せ て 商 業 、 工 業 等 の 用 に 供 さ れ て い る 区 域 で あ っ て 、 相 当 数 の 住 居 が
集 合 し て い る た め 、 騒 音( 振 動) の 発 生 を 防 止 す る 必 要 が あ る 区 域

( 4) 学 校
、 保 育 所、 病 院、 患 者の 収 容 施 設 を 有 す る 診 療 所、 図

書館 お よ び 特 別 養 護老 人
ホ ー ム の 敷 地 の 周 囲 お お む ね80m の 区 域 内

4. 地 域 区 分 の②( 第2 号区 域) とは 、 指 定 地 域 の う ち、 前記 に 掲げ る 区 域 以 外の 区 域 であ
る 水

洗
化
設
備
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

の

改

定

4
月
1
日
か
ら
。水
洗
般
備

資
金
融
資
制
度
の
一
部
が
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

改
定
内
容

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舍
・

計
画
調
整
課

8
0
5
2
0
8

水
洗
化
設
備
資
金
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地震の揺れを体験できる

起震車に
愛称をつけてください

区
で
は
、よ
り
多
く
の
区
民
の

皆
さ
ん
に
防
災
訓
練
の
参
加
と
、

大
地
震
時
の
播
れ
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
た
め
起
震
車
を
購
入
し
ま

す
。そ

こ
で
、
こ
の
起
震
車
の
よ
り

有
効
な
活
用
を
図
る
た
め
、
皆
さ

ん
か
ら
愛
称
を
募
集
い
た
し
ま

す
。ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
責
格

区
内
在
住
・
在
動
の

方
応
募
作
品

▽
起
震
車
が
愛
さ
れ

親
し
ま
れ
る
よ
う
な
愛
称

▽

個
人
の
作
品
で
未
発
表
の
も
の

応
募
方
法

▽
(
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
ヲ

リ
ガ
ナ
)
、

年
齡
、
性
別
、
学
校
名
ま
た
は

勣
務
先

、
作
品
1

点
を
明
記

▽
応
募
数
に
制
限
な
し

応
募
期
限
5

月
1
0日
消
印
有
効

賞

▽
入
賞
・
:
1
点

▽
佳
作
…

2
点
(
い
ず
れ
も
X
状
と
記
念

品
)

マ
参
加
賞
…
全
員
に
記

念
品

発
表

▽
本
人
に
直
接
通
知

▽

あ
だ
ち
広
報
6
月
2
5日
号
で
発

表
の
予
定

作
品
の
使
用

▽
入
賞
作
品
は
起

震
車
に
標
示

▽
版
権
は
区
に

属
し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
災
害
対
策
課
(
〒
闥
中
央

本
町
1
1
1
7
1
1
　

劒
5
0
　
1
1
)

区
が
購
入
予
定
の
も
の
と
同
形
式
の
起
震
車

募
集
し
ま
す

我
が
家
の
防
災
対
策

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で
地
貫
の
発

生
に
備
え
、
ま
た
は
地
震
発
生
後

の
対
応
な
ど
を
凖
備
し
て
い
る
方

か
ら
「
我
が
家
の
防
災
対
策
(
実

践
例
)
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
賢
格

区
内
在
住
・
在
動
の

方
応
募
要
領

マ
伽
字
詰
原
稿
用
紙

4
枚
以
内

▽
別
紙
に
住
所
　

氏
名
、一
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
記
入

、
同
封

応
募
期
限
6

月
3
0日
必
着

賞

▽
1
席
1
人

▽
2
席
3
人

▽
3
席
5
人

▽
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
(
応
募
者
全
員
に
記

念
品
を
贈
呈
)

発
表

▽
直
接
本
人
に
通
知

▽

あ
だ
ち
広
報
8
月
2
5日
号
で
発

表
予
定

※
な
お
、応
募
作
品
は
返
却
し
ま
　

せ
ん
。版
権
は
区
に
属
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先
中
央
本
町
庁
　

舎
・
災
害
対
策
課
(
〒
1
2
0
中
央
　

本
町
1
み
-
1
　
8
8
0
5
0
　

1
1
)

掲
示板

□
講
演
会
「
発
達
障
害
幼
児
の
保

育
の
今
後
(
解
決
す
べ
き
課
題

に
つ
い
て
の
問
題
提
起
も
含
め

て
)
」

曰
時
4
月
1
5
日
(
土
)
、午
後
2
　

時
～
5
時

鳩
所

う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園

(梅
島
駅
下
車
徒
歩
6
分
)

講
師

加
薜
惟

】氏
(
葛
飾
子
供

の
園
幼
稚
園
長
)
、
石
井
葉
氏

(社
団
法
人
柑
神
発
達
障
害
指

導
教
育
協
会
)

費
用

無
料

問
合
せ
先

う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の

学
園
　

脚
1
1
9
0

□
第
2
・
第
4
土
曜
日
は
、
次
の

警
察
暑
の
窓
口
が
休
み
ま
す

マ
運
転
免
許
の
更
新
(
府
中
・
鮫

洲
・
江
東
運
転
免
許
試
験
場
で

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
土
・
日

曜
日
も
行
う
)

▽
運
転
免
許
試
験

▽
車
庫
証
明

▽
遺
失
・
盗
難
な
ど
の
証
明

▽
道
路
使
用
許
可

▽
風
俗
営
業
、
質
屋
・
古
物
営
業

等
の
申
請
、
届
出

▽
遺
失
物
セ
ン
タ
ー
の
業
務

□
8
9婦
人
倫
理
大
講
演
会

日
時
4
月
3
0
曰
(
日
)
、午
後
2
　

時
～
4
時

場
所

文
化
会
館

テ
ー
マ

親
の
愛
、
子
ど
も
の
夢

講
師

山
内
雄
二
氏
(
倫
理
研
究

所
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
4

月
3
0日

申
込
・
問
合
せ
先

名
倉

臈
4
9
5
6

□
消
費
税
説
明
会

日
時
4
月
2
5
～
2
7
日
、い
ず
れ
　

も
午
後
2
時
～
4
時

場
所

西
新
井
税
務
署
(
自
勳
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
)

※
消
費
税
に
つ
い
て
の
質
問
、
照

会
等
は
、当
署
間
接
枳
鄙
門
へ
。

問
合
せ
先

西
新
井
税
務
署
間
接

税
部
門
　
8
4
0
1
1
1
1

□
4
月
は
、
固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
第
一
期
分
の
納
期
で
す

納
税
通
知
書
を
4
月
1
0日
に
送

り
ま
し
た
。
お
近
く
の
金
融
機
関

ま
た
は
都
税
事
務
所
で
5
月
1
日

ま
で
に
お
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務
所
　
8
8
2
2
1
1
1

情 報 コ ー ナ ー

青年センター
オープニング　フェスティバル
今 、 風 が … … 新 た な る 出 会 い

4 月1 日新装オープンした青年セ
ンターで、若者たちの手づくりのオ
ープニングフェスティバルが開催さ
れます。
曰畤ひ前夜祭… 4月22日( 土) 、午　
後6時30分～9時l >本祭… 23日　　
( 日) 。午前10時～午後5時

内容　音楽サークルのコンサート　　
サークルの展示　ゲーム大　

会　パザーD模擬店　講演　
会( 講師なぎら健壱氏) ・‥ 23日　
午後1時～2時30分

□ オープニングフェスティバル
〝手作りフ アションショー〟参加
者募集
4 ・5 人のグループで当日即席で

洋服を製作し ませんか。布地等はこ
ちらで準備し ます。
日畤4 月23日( 日) 。午前10時集合
定員5 グループ
参加費 無料( 賞品あり)
応募・問合せ先 青年センター

890- 0061

地域指導者養成講座

日時・内容 上表のとおり
場所 青年センター( 宿泊は国立オ
リンピッ クセンターほか)

費用 宿泊研修実費のみ負担
申込方法 直接窓囗または電話
申込期限5 月19日
申込・問合せ先 本庁舎・少年育成
係　882- 111l i f t )

・時間はいずれも午後6時30分～9時15分。
・ なお 、日 本レ ク協 会資 格取 得希 望 者には 、上 記の ほか に実
習 があ り ます。

育成会 入門講座
地域の子ども会活勦を援助する大

人の組織が育成会です。この育成会
の子ども会での役割などを学ぶ入門
講座を開催します。
期間5月中旬～6月下句
場所 区内小学校12会場
対象 子ども会育成会員および興味
のある方
申込先 各地区少年団体協儀会
問合せ先 本庁舎・少年育成係

882- I l l l ( 代)

おくの細道300年記念 芭蕉句碑めぐりと
講演会

□ 芭薫句碑めぐり
日程5 月3 日( 祝) 、雨天実施
コース　午前9時～11時30分…北　
千住→旧千住宿→千住大橋　正　
午～午後1時50分・・・マイクロバス　
で郷土博物館へ、特別展等鑑賞　　
午後2時～4時…講演会

対象 区内在住・在勦・在学の方
定貝30 人( 先着順)
費用 郷土博物館入館料加円のみ
申込方法 直接窓囗または電話
申込期限4 月29日

※ 参加者には弁当を支給し ます。
□ 記念講演会
日時5月3日( 祝) 、午後2時～4　
時

対象 区内在住・在動・在学の方
定員90 人( 先着順)
受講料 郷土博物館入館料沺円のみ
申込方法 直接窓囗または電話
申込期限4 月30日
場所・申込・問合せ先 郷土博物館
〒13大谷田5 ―20 ―1
620- 9393

ジュニアリーダー
研 修会
子ども会の子どものリーダーをジ
ューアリーダーといいます。このジ
ュニアリーダーを育成する研修会を
開催し ます。
□ A コース
期間5月上甸～7月朷旬( 全4回)
場所 区内小学校12会場
対象 小学5 ・6 年生
内容 子ども会の楽しさを知る
申込先 最寄りの育成会
□ B コース
期間5月28日～10月1日( 全5回)
場所 梅田・保塚・江北・伊興・東
和 センター
対象　A コース修了者( ただし小
学6 年生) 　 中学生
内容 キャンプ活勳中心のリーダー
としての基礎をつくる

申込期限5 月20日
□ C コース
期間5月7日～10月1日( 全7回)
場所 梅田・保塚・江北・伊興セン
ター

対象B コース修了の中学生
内容 実際に子ども会のリーダーと
なるための理諭と実技

申込期限4 月27日
申込( B ・C コース) ・間合せ先
本庁會・少年膏成係
882- |囗|( f t )

経理事務講習会
曰畴5月10日～25日( 土・日曜日　
を除く) 、午後1時～4時

対象 区内 在住 の初 心者( 就 業 を希
望し てい る方)

定 員30 人( 抽 選)
費 用 無料( 教材 費実費 負担1500 円
程度)

申 込 方法 往復 ハ ガ キに 住所、 氏名
( フリ ガ ナ) 、年齢 、電 話番号 、「経
理事 務希 望 」 と明 記

申 込 期限4 月21 日消印 有効
場所 ・申 込 ・問合 せ先 職業 サー ビ
スセ ン タ ー 〒120綾瀬1- 34- 7- 　102　838- 3584

東部区民福祉セン ター

手芸 教
室

曰時4月19日、5月17曰、午後|　
時～4時

内容 絞り染め( フプロン、ブラウ
ス、のれん等)

対象 区内在住・在動の女性
定員30 人( 先着順)
費用1000 円( 布、染料代)
申込方法 直接窓囗または電話
申込・間合せ先 東部区民福祉セン
ター　605- 7101

日本語ボランティア
養 成

講

座
区内には、日本語がわからず困つ
てい る外国人や帰国者が大勢い ま
す。そんな人たちに日本語を教える
ポランティアになりませんか。外国
語はできなくても構いません。
曰畴　5月8日～7月17曰　9　
月11日～11月27日a平成2年1　
月22日～3月26日　いずれも毎　
週月曜日、午後6時30分～8時30　
分( 全31回)

鳩所 エル・ソフィア
対象 区内在住・在動・在学の方
講師 沢邑やす子氏( 日本語学校講
師)
定員30 人( 抽選)
費用 無料( テキスト代実費負担)
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、職巣、電話番号、希望理由、
「日本語希望」と明記

申込期限4 月22日必着
申込・問合せ先 婦人総合センター
〒123梅田7 ―33―1　880- 5222

子育てと私を考える
ヤングミセスの教室

子どもや主婦の現状を通して、女
性の生き方を見直し、 ともに考えあ
ってみませんか。
曰時　5月12日～7月14日レ9　
月8日～12月8日　いずれも毎　
週金曜日、午前10時～正午( 全20　
回)
場所 エル・ソフィア
定員 女性30人( 抽選)
費用 無料( 教材費実費負担)
保育2 歳以上学齢前のお子さんの
保育をします
申込方法 往復ハガキに住所、氏名。
年齢、電話番号、希望理由、「ヤン
グミセスの教室」、保育希望者は子
どもの氏名、生年月日を明記

申込期限4 月22日必着
申込・問合せ先 婦人総合センター
〒urn 田7 ―33―1　880- 　5222

第23回
足立区展作品募集
芸術、文化を愛する区民の作品発表
の場として、親しまれている足立区展
を開催します。皆さんふるってご応募
ください。
僉場・曰程 右表のとおり
応募責格 区内在住・在動・在学の方
応募方法 所定の申込用紙に記入のう
え、作品搬入日に会場で受け付け

応募規定
□ 少年の部
洋画　 油絵、水彩画、版画　30 号
以下　 仮縁以上の額装で飾り付け
ひも付き　1 人1 点　 中学3 年

生まで
彫塑　作品の材質は制限なし　1　
似四方以内　1人3点まで
書道　漢字、かな　

半切
仮巻以上　

1人1点　小学3年～中学3年
□ 一般の部
洋画　 油絵、水彩画、版画　50 号
以下　 仮縁以 上の額装( ガラス額
不可) で飾り付けひも付き　1 人
2 点まで

彫塑　 少年の部と同じ
書遭　 漢字、かな、近代時文、前衛、
篆刻、刻字　 軸装、枠張で、縦長
の作品は小画仙全紙以内、横長の作
品は小画仙半切以内
※ 申込用紙・要項は、文化振興係、各

社会教育館、青年センター、区民ホ
ールにあります。

申込・問合せ先 本庁舎・文化振興係
882- 1111f㈹

会場: 区民 ホール



1989 年( 平成元年) 4 月15日あ だ ち 広 報第819 号 ( 4)

まちかど通信
昨年、1年間にわたってお送りした「まちかど通信」
が、装いも新たに15日号で登場。
区内を日光街遭と珮状7 号線で4 つの区域に分け、

それぞれの地域に密着した愉報をお届けします。 ま
た、地峨内の主な工事も掲載。毎月15日号のこのペー

ジは。いわぱ足立区垉域版。皆さんの生活に役立つ情
報や身近な曙魑を捷供します。
広報課では、皆さんの情報をお待ちしています。竃

話でもハガキでも。どしどしお寄せください。

遭略先 本庁舎・広報課　〒120　千住1- 4- 18　882- UU ㈹

日
本
全
国
の

市
の
地
図
大
集
合

旅
行
好
き
な
方
に
耳
よ
り
な
情

報
を
ひ
と
つ
。
保
塚
図
書
館
で
、

ち
ょ
っ
と
ユ
ニ
ー
ク
な
資
料
を
発

見
し
ま
し
た
。

通
常
叨
り
籾
円
程
度
で
市
販
さ

れ
て
い
る
、
ご
ぐ
普
通
の
都
市
地

図
で
す
が
。
北
は
北
海
道
網
走
市

か
ら
南
は
沖
繩
那
覇
市
ま
で
、
廃

版
と
な
っ
た
根
室
市
を
除
く
日
本

全
国
。
す
べ
て
の
市
が
揃
っ
て
い

る
の
が
ミ
ソ
。
晦
余
り
の
市
が
、

佃
冊
の
地
図
に
収
ま
っ
て
い
ま

す
。『

旅
行
な
ど
で
必
要
が
あ
っ
て

賈
っ
て
も
、
使
う
の
は
そ
の
と
き

だ
け
。
保
存
し
て
お
い
て
も
古
く

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
な
ら
図
書

館
で
そ
ろ
え
て
皆
さ
ん
に
借
り
て

も
ら
お
う
と
、
職
員
全
員
で
決
め

ま
し
た
」
と
二
見
俊
夫
館
長
。
現

在
は
館
内
閲
覧
用
で
す
が
。
他
館

へ
の
貨
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

自
分
の
ふ
る
さ
と
の
市
を
感
慨

深
げ
に
眺
め
て
い
る
年
配
の
方
、

子
ど
も
に
主
要
都
市
の
概
要
や
地

形
を
教
え
る
お
母
さ
ん
な
ど
、
そ

の
利
用
は
さ
ま
ざ
ま
。

地
図
を
仲
立
ち
に
、
ま
た
ひ
と

つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
そ
う
で
す
。

保
塚
図
書
館
　
8
5
8
1
5
5
3

平均年齢56歳の
若手ゲ ートボールチー ム

「ひ まわり」

「
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
、
こ
こ

東
部
支
部
で
も
一
番
の
若
手
。
で

も
、
試
合
で
は
お
年
寄
り
チ
ー
ム

に
負
け
ち
や
う
ん
で
す
」

こ
う
言
っ
て
頭
を
か
く
の
は

「
ひ
ま
わ
り
」
の
会
長
、
青
木
實

さ
ん
(
大
谷
田
四
丁
目
・
5
7歳
)
。

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
は
お
年
寄
り
の

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
中
年
層
で
も
敬
遠
し
が
ち
。

そ
の
た
め
5
1歳
か
ら
7
2歳
、
平
均

年
齢
5
6歳
の
「
ひ
ま
わ
り
」
は
、

異
色
の
存
在
で
す
。

現
在
、
会
員
は
男
性
2
名
、
女

性
1
3名

。
う
ち
1
0人
が
3
級
審
判

員
の
資
格
を
持
つ
て
い
ま
す
。

目
下

、
4
月
2
6日
の
朿
部
支
部

大
会
に
向
け
て
練
習
中
。

「
2
人
以
上
い
て
、
3
0分
あ
れ

ぱ
練
習
試
合
が
楽
し
め
る
、
こ
ん

な
気
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
は
主
婦
に
絶

対
お
す
す
め
で
す
」
と
魅
力
を
語

る
の
は
メ
ン
パ
ー
で
も
あ
る
奥
さ

ん
の
房
子
さ
ん
(
?

歳
)
。

「
今
か
ら
で
も
や
ぐ
は
な
い
」

と
、
若
い
人
の
参
加
を
待
つ
て
い

ま
す
。

な
气

佐
野
セ
ン
タ
ー
で
は
ゲ

ー
ト
ポ
ー
ル
教
室
の
受
講
生
を
募

集
中
。
く
わ
し
く
は
佐
野
セ
ン
タ

ー
(
　
6
2
8
3
2
7
3
)

へ
。

カラーでないのが残念。赤と白のあざや かな
ユニホームは、大会でもひときわ目立 ちます
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北
加
平
町
付
近
T
9
月
)
、

加
平
二
丁
目
付
近
(
～
8
　

し
月
)
、西
加
平
二
丁
目
こ
ツ

家
三
・
四
丁
目
付
近
(
～
8

尚
月
)
、六
木
三
丁
目
付
近
(
9
月
)
、

佐
野
一
丁
目
・
六
木
子
　

丁
目
付
近
(
～
8
月
)
、神
明
　

二

こ
二
丁
自

付
近
(
～
1
2
　

月
)
バ
神
明
南

て

二
丁
目

、

て
2

年
3
月
)
、

◎
施
設

脚
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
・
神
明
南
住
区
セ
ン

タ
ー
新
築
(
神
明
南
二

丁
目

6

、～
2
年
3
月
)

今では地域に欠かせない

コミュニティの場

西伊興ファミリー広場

伊
興
五
丁
目
に
あ
る
「
西
伊
興

フ
ア
ミ
リ
ー
広
鳩
」
は
、
私
有
地

を
地
城
で
管
理
運
営
し
、
子
供
た

ち
の
避
ぴ
鳩
と
し
て
開
放
し
て
い

る
広
鳩
で
す
。

「
開
園
し
て
か
ら
今
年
で
1
1年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
で
は
。

地
域
に
欠
か
せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
の
鳩
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
フ

ア
ミ
リ
ー
広
場
管
理
委
員
会
の
松

鳥
会
長

。
町
内
に
子
供
た
ち
が
安

心
し
て

、
自
由
に
遊
べ
る
公
園
等

が
無
か
っ
た
た
め
、
地
主
さ
ん
や

地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で
、
現

在
の
広
場
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

「
町
内
を
ま
わ
っ
て
寄
付
金
を

集
め
た
り
、
ジ
ヤ
ン
グ
ル
ジ
ム
、

す
べ
り
台
、
プ
ラ
ン
コ
な
ど
の
遊

具
を
整
備
し
た
り
大
変
で
し
た
」

と
当
時
を
縣
る
会
計
係
の
佐
野
さ

ん
。現

在
で
は
、
子
供
た
ち
の
遊
ぴ

場
だ
け
で
な
く
、も
ち
つ
き
大
会
、

ス
イ
カ
割
り
大
会
、
盆
踊
り
な
ど

地
域
の
行
事
を
行
う
貴
重
な
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

ゴ
ミ
の
清
掃
や
、
夏
の
草
刈

り
が
大
変
な
ん
で
す
。
で
も
、
子

供
た
ち
の
た
め
に
こ
の
広
場
は
。

い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
で
す
ね
」

と
管
理
委
員
会
の
み
な
さ
ん
は
語

つ
て
く
れ
ま
し
た
。

円
内
は
管
理
委
員
会
会
長
の
松
島
さ
ん

子供からおとしよりまで、にぎやかな広場です

地
域
清
掃
で

恩
返
し

第
八
中
学
校
(江
北
七
丁
曰こ
3

年
生
颶
人
が
、
3
月
1
4日
。
お

世
話
に
な
っ
た
地
域
へ
お
礼
を
し

よ
う
と
、
学
校
周
辺
で
灣
掃
作
業

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
体
操
着
に
軍
手

姿
で
空
き
缶
や
紙
く
ず
を
拾
つ
た

り
、
塀
の
落
書
き
を
モ
ッ
プ
で
消

し
た
り
。
1
時
間
に
わ
た
る
作
巣

を
行
い
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
3
5袋
、

燃
え
る
ゴ
ミ
2
0袋
、
そ
の
他
。
冷

蔵
庫
な
ど
粗
大
ゴ
ミ
5
点
を
集
め

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
6
年
前
か
ら
卒
業
を

前
に
実
施
さ
れ
て
い
る
恒
例
の
行

事
。
新
し
い
社
会
へ
巣
立
つ
て
行

く
生
徒
た
ち
の
地
域
へ
の
恩
返
し

で
し
た
。
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鹿
浜
八
丁
目
・
皿
沼
」丁
目

『
付
近
T
1
1
月
』、
鹿
浜
三
・

五
丁
1
1付
近
で
8
月
)い
鹿

浜
亭

七
丁
目
付
近
T
7

一

冐
)
、
鹿
浜
七
八
丁
目
付
近～

9
月
べ
鹿
浜
二
丁
目
付

近
T
り
月
)
、
谷
在
家
二
-

ニ
イ
目
付
近
で
耄
月
)
い
江

北
六
卜
・
七
丁
目
付
近
(～
1
1

月
)
、
西
新
井
七
丁
目
付
近

二
T

ら
月
)
、
西
新
井
五
・
六

丁
目
付
近
で
口
月
)
、
六
月

匸
一
丁
目
・
栗
原
二
丁
目
付
近

(～
6
月
)
、
六
月
三
丁
目
こ

竹
の
塚
一
丁
目
で

で
月
)
、

爨

讐

右
T

耳
{
よ

月
べ

西
伊
輿
E
T

目
・
伊
芦

五
丁
目
付
近
て
9
月
)
ブ
西

伊
興
二
丁
目
・
廡
興
二
丁
目

付
近
(～
9
月
)
、
伊
興
町
前

扈

・
凍
伊
興
町
付
近
(
～
1
0

月
)
、
粟
原
三
・
四
丁
巨
付
近

づで
7

月
)
、
栗
原
一
・
二
丁

ぼ
俘
近
て
6

月
)
、
伊
興
三

丁
目
け
近
で
1
2
月
)
'
M
b

(～
加
r
c
)
'
古
千
谷
一
一
一
・
四

爭

阯

付

近
(

～
9

月
)

、

舎

人

・
二

丁

匯

付

近
T
1
0

月

ベ

二
・二
丁
匯
付
近
T
1
0
月
)
'

『
六
月
一
丁
目
E
鳥
枳
7

二

爭
邱
付
近
T

盍

鳥
樊

与

四
丁
ぽ
伴
近
で
I
鳧

◎
施
設人

谷
禀
工
霧
l
『
ス

君
5
8
4、
斥
瀛

盾

」

環状7号線

水
曜
日
は
お
話

の
日

小
さ
な
時
、
お
母
さ
ん
に
読
ん

で
も
ら
っ
た
絵
本
を
覚
え
て
い
ま

す
か
。

1
年
半
に
渡
り
、
子
ど
も
た
ち
・

に
絵
本
や
童
話
な
ど
を
読
み
聞
か

せ
て
い
る
お
毋
さ
ん
た
ち
が
い
ま

す
。
東
和
図
書
館
で
毎
週
水
曜
曰

行
わ
れ
る
「
読
み
聞
か
せ
会
」
に
、

月
2
回
協
力
し
て
い
る
。
原
、
高

多
、
山
近
、
武
田
、
伊
藤
の
5
人

の
皆
さ
ん
で
す
。

元
来
本
好
き
の
人
た
ち
が
、
図

書
館
か
ら
の
呼
ぴ
か
け
で
始
め
ま

し
た
。「
自
分
た
ち
の
感
勳
し
た
本

を
子
ど
も
や
若
い
お
毋
さ
ん
に
紹

介
し
た
い
」
(
原
さ
ん
)

「
毎
週
来
て
く
れ
る
子
も
い
て
メ

ン
バ
ー
の
中
に
は
固
定
的
な
フ
ァ

ン
が
い
る
人
も
い
ま
す
」(高
多
さ

ん
)子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
本
選
び

に
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
も
、楽
し

い
会
に
し
た
い
と
い
わ
れ
る
皆
さ

ん
。こ

の
会
を
通
じ
、
地
域
の
子
ど

も
や
お
毋
さ
ん
の
絵
本
に
対
す
る

関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
と
も
聞
き

ま
す
。
ま
た
、
同
様
の
会
が
区
内

の
ほ
か
の
図
書
館
で
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
i
の
水
曜
日
も
、
楽
し
い
お

話
が
聞
か
れ
ま
す
。

次の 会の絵本を選ぶ原さん、山近さん、伊 藤さん

まちを歩く( 1)

東和の〝花の道〟

柬
和
一
丁
目
2
5～
3
1番
の
道
は

桜
、
ツ
ッ
ジ
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
、

ア
ジ
サ
イ
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
〝花

の
道
〟

と
で
も
呼
ぴ
た
い
と
こ
ろ

で
す
。今
は
ふ
た
か
け
の
歩
道
も
、

江
戸
時
代
は
六
木
か
ら
五
兵
衛
ま

で
の
八
村
が
使
っ
た
排
水
路
で
し

た
。
そ
の
名
を

〝八
か
村
落
し
〟

と
い
い
ま
す
。

区
で
は
、こ
の
八
か
村
落
し
を

親
水
緑
道
と
し
て
整
備
し
て
い
ま

す
。昭
和
6
3
年
に
は
、中
川
四
丁

目
部
分
が
完
成
し
ま
し
た
。本
年

度
は
、東
和
二
丁
目
2
5
～
壁
符

近
を
今
夏
か
ら
エ
事
し
ま
す
。〝花

の
道
〟

に
つ
い
て
も
、
平
成
2
年

厦
以
降
、順
次
親
水
緑
道
化
す
る

予
定
で
す
。

近
い
将
来
、
美
し
い
せ
せ
ら
ぎ

と
と
も
に
、
昶
の
道
包
一
層
美

し
く
な
り
ま
す
。

工
事
情
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◎

下

水

道

工

事

加
平
一
丁
目
・
綾
瀬
七
丁
目
　

付
近
♀
2
年
3
月
)
、綾
瀬
　

五
丁
目
付
近
(
～
1
0
月
)
、加
　
　
　

平
一
丁
自
付
近
(
2
年
溌
　

月
)
、二
卜
綾
瀬
六
丁
目
付
近

(
り

1
0
月
)
、綾
瀬
三
丁
目

付
珥
(
～
マ
月
)

▲
日
光
街
道
▼4

4年
間待

っ
た
卒
業
式

3
月
2
5日
、
千
寿
第
二
小
学
校

で
昭
和
1
9年
度
の
卒
秦
生
の
卒
業

式
が
、
昭
和
6
3年
度
の
卒
業
式
と

い
っ
し
ょ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
昭
和
2
0年
3
月
1
0日
の
大
空

襲
で
同
校
の
木
造
校
舎
が
焼
け
落

ち
、
児
童
は
疎
開
な
ど
で
で
き
な

か
っ
た
た
め
で
。4
4年
間
待
っ
た

卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
春
の
同
燮

芬

「
卒
業
式

を
や
ろ
う
」
と
の
声
が
多
く
、
千

寿
第
二
小
学
校
長
谷
川
校
長
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、「
創
立
8
0周
年
の

記
念
の
年
な
の
で
い
っ
し
ょ
に
」

と
ま
と
ま
っ
た
も
の
。

こ
の
日
卒
業
証
番
を
手
に
し
た

の
は
。
当
時
の
卒
業
生
約
沺
人
の

う
ち
の
男
性
託
人

。

校
歌
斉
唱
の
後
、
昭
和
6
3年
度

卒
業
生
に
引
き
続
き
、4
4年
ぷ
り

の
卒
業
証
書
を

】人
ひ
と
り
に
授

与

。
昭
和
1
9年
組
を
代
表
し
て

、

小
竺

元
さ
ん
は
答
辞
で

「
集
団

疎
開
や
焼
け
野
原
に
帰
京
し
た
当

時
を
思
い
起
こ
す
と
、
今
曰
卒
業

証
書
を
手
に
し

、感
慨
無
量
で
す
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

44年ぶりの卒業証書が一人ひとりに手渡されました

100種類の

桜の園

江
北
三
丁
目
に
桜
で
有
名
な
屋

敷
林
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
街
の
中

に
残
さ
れ
た
2
千
4
0
0平
方
メ
ー
ト

ル
の
緑
。
そ
こ
を
研
究
の
場
に
、

日
騷

の
会
さ
く
ら
研
究
専
門
委

員
舩
津
啻
松
さ
ん
が
育
て
る
桜
は

川
種
類
2
0
0本
に
の
ぼ
り
ま
す
。

舩
津
邸
の
桜
は
、
9
月
1
5日
こ

ろ
か
ら
咲
き
始
め
る
十
月
桜
を
皮

切
り
に
、
冬
桜
、
彼
岸
桜
、
大
寒

桜
、
山
桜
、
里
桜
と
夏
を
除
い
て

咲
き
続
け
ま
す
。
開
花
の
ピ
ー
ク

が
去
つ
た
い
ま
も
、3
0
0以
上
の
花

び
ら
を
つ
け
る
菊
桜
が
一
輪
一
輪

か
わ
る
が
わ
る
開
い
て
い
ま
す
。

舩
津
さ
ん
は
毎
日
。
こ
の
数
多

く
の
桜
の
成
長
を
記
録
。
特
に
忙

し
い
の
は
春
の
開
花
の
時
期
で

す
。「

一
種
類
の
桜
が
潸
開
で
あ
る

の
は
わ
ず
か
3
日
間
。
そ
の
間
に

花
ぴ
ら
の
形
や
数
、
お
し
べ
の
数

を
チ
ェ
ツ
ク
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
品
穩
に
つ
い
て
新
し
い
発

見
が
あ
る
も
の
な
の
で
す

。」

こ
の
眷
も
、
の
ん
ぴ
り
花
見
が

で
き
な
い
舩
津
さ
ん
で
し
た
。

毎日、桜の成長を

記録します
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